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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲状腺剤による術前処置を行なつていない。なお甲状

　　　　　　緒　雷　　　　　　　　　腺癌及び単細生結節性甲状腺腫の手術に際して澗時

　放射性同位元素の体内分布を知る方法としてはsci一　　に小指頭大の正常甲状腺組織を切除してこれを対照と

ntiscanning，組織内分布を知る方法としてはmiCl’o一　　した。また橋本氏甲状腺腫では両側腺葉より組織片を

radioautographyがある。　Microradioautography　　採取した。

は放射線が写頁乳剤に対して感光作用を有する性質を　　　　　　B　研究方法

利用したもので，感光乳剤膜を測定装置とした放射線　　　　　1．131工投与法

測定法の一種である。本法によれば微量の放射線をも　　　手術施行24時間前に13111mcを経口投与した。

検出することが可能であつて，組織内の放射性同位元　　　　　2．標本作製法①

素の分布を詳細に感光乳剤膜に記録することが出来　　　採取した組織片はホルマリン固定を行ない，アル

る①。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コー・ル及びキシP一ルにて脱水後バラフイソ包埋を行

　甲状腺はヨウ素を選択的に摂取する臓羅であって，　　　なつて，厚さ7μの組織標本を作製した（迅速パラフ

体内に入つたヨウ素は大部分甲状腺に集まるので，　　　イソ切片作製法⑤）。組織片は脱パラフィン後1％セ

131工を用いるmicroradioautographyカミ甲状腺の　　　ロイジソ・アルコール・エーテル溶液中に浸漬し薄い

研究に利用されている②③。著者は第1編において，　　　セロイジン膜で覆つた。感光乳剤として，・Xbリツプ

結節性甲状腺唾の1BI工Scintigrarnの研究を行ない，　　型ラジオオートグラフ用乾板（冨士7イルム，　E　T

結節性甲状腺唾特に甲状1腺癌の結鰍よ1s11摂取能の　　2E）を使用し，まず1％グリセリソ水溶波中で乳剤

低下を示すものが多いことを述べた④。しかしながら　　膜を剥離し，これをセロイジソ処理後の組織標本にか

scintigram所見は隣接正常甲状腺組織の1311摂取　　　ぶせ乾燥後，遮光した容器に入れ氷室中に約3週間保

状態によつても左右され易く，また測定装置の感度に　　　存して露光させた。

も限界があるから，scintigramによつて結節の’131・工　　　現像はD－72或いは寓士レンドー・ルを用い，温度

摂取能を追求する場合にはその精密度に自つから限度　　20°Cで2～4分間行ない，酸性硬膜定着液（窟士フ

がある。著者は本編においては更にlall　microra一　　イックス）にて定薫を行なつた。30分～1時間水洗

dioautographyを用いて結節組織の1811摂取能を研　　　後，スライドガラスより乳剤膜を標本と共に剥がし・

究し併せてscintigram所見と比較検討した。　　　　　これを裏返して標本面を上としてスライドガラス上に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のせ乾燥した。乾燥後普通の組織標本と同様にヘマト

　　　　　1　研究方法　　　　　　　　　　　　　キシリソ・エオジンにて染色を行ない，クレオソ…

　　　A研究材料　　　　　　　　　　　　　　ト・キシロール透徹後バルサムで封入して鏡検した。

　研究材料は外科的治療を行なつた甲状腺癌15例，単　　 3・成績判定
純性結節性甲状腺腫17例，橋本氏甲状腺腫10例で，術　　　　組織中に1・B1・1が存在すると，その放射線により感

前に甲状腺scintigramによって結節の］・8’LI摂取能　　　光乳剤膜が露光されて黒化頼粒として認められる。甲

を検したのち，切除組織についてz811　microradio一　　状腺癌及び単純性結節性甲状腺腫における結節組織の

aut。graphyを行なつた。これらの症例はいずれも抗　　　IBII摂取能は，反対側正常甲状腺組織のそれを対照
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として判定した。すなわち131工’による黒化が正常甲　　の標本を作製して検討した。また転移性リソバ節3例

状腺組織に認められ，結節組繍こ認められないものを　　　についても同様にして検討した。

陰性（一）とし，結節組織にも認められるものを陽性　　　　甲状腺癌の原発巣についての成績は第1表の如く，

とし，この際正常甲状腺組織とVZ　Nt同程度のものを　　　乳頭状腺癌及び濾胞状腺癌のいずれの標本に瞳いても

（llD，これより劣るものをその程度により（卦），（＋）　　131工による黒化を認めなかつた。しかし転移性リソ

として表現した。　　　　　　　　．　　　　　　　　パ節についての成績は第2表の如く，3例中1例に

　橋本氏甲状腺腫においてもlallによる黒化の程度　　　L3tエによる黒化が認められた。第2図は乳頭状腺癌

を，結節性甲状腺腫の際切除した正常甲状腺組織の　　　のmicroradi。autograpl1であつて，癌細胞の乳頭状

microradioautographを基準として（・tD，（什），　　　増殖が著明で腺腔構造が認められるが，コロイドは消

（＋），（一）の記号で蓑現した。　　　　　　　　　　　　失し13tlによる黒化は全く認められない。第3図は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やはり乳頭状腺癌で，癌病巣は厚い結合織性被膜によ

　　　　　ll研究成績　　　　　　　　　　って覆われ，その周囲にはこれを取り囲んで正常甲状

　　　A　正常甲状腺　　　　　　　　　　　　　　　　腺濾胞が認められる。第4図はそのmicroradioauto－－

　1al・1投与24時間後における正常甲状腺のmicro－　　graphで，周囲の正常甲状腺組織の濾胞内には1SII

’radioautographは濾胞内のコPイドに一致して1311　　による黒化が著明に見られるが，癌組織には1・s1工に

にょる黒化が認められる。しかしながらこの黒化の程　　　よる黒化は全く認められない。第5図は濾胞状腺癌

度は同一標本内でも必ずしも一様でなく，各濾胞によ　　　で，腺腔構造も明らかで少量のコロイドの蓄積も見ら

り多少の濃淡が見られる（第1図）。　　　　　　　　　　れるが，腺腔内にはISLIによる黒化は認められな

　　　B　甲状腺癌　　　　　　　　　　　　　　　　　い。すなわち癌組織のmL工摂取能は正常甲状腺組織

　研究材料は乳頭状腺癌12例及び濾胞状腺癌2例で，　　　にくらべて著しく低下していることがわかる。

乳頭状腺癌では14枚，濾胞状腺癌では3枚，合計17枚　　　　これらのrnicroradioautographyの成績とscinti一

第1表　　　　　 甲状腺癌の原発巣
症　例1鯛性
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

三　　　沢

藤　　　原

古　　　畑

中　　　田

持　　　田

増　　　田

宵　　　賀

小　　　出

中　　　野

高　　　野

矢　　花

窪　　寺
掛　　　川

小　　林

37

62

50

63

46

58

56

44

65

63

51

68

40

25

8

9

♀

♀

♀

6

♀

9

お

♀

撃

♀

♀

9

標本枚vrk　1　・L3　・1　e・よる黒化i　sci・tigram

1

2幽

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1．

2

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

cold　nodu！e

　　「’

　　”

　　〃
　　”　層

　　’ノ

　　”

　　〃

　　”

　　”

　　〃

war皿nodule
cold　nodule

warm　nodule

組織診剛搬倣
乳頭状腺癌

　　〃

　　”

　　〃

〃

tl

t’

tt

rt

〃

　　〃

　　1’

漁胞状腺癌

　　〃

少ない

なし

少ない

少ない

なし

なし

少ない

なし

少ない

少ない

なし

なし

多い

多い

コロイド

少ない

なし

少ない

少ない

なし

少ない

少ない

少ない

少ない

少ない

なし

なし

多い

多い

第2褒　　　　　 甲状腺癌の転移性リンパ節

症例tt性

1

2

3

一柳　36　＄

小出　44　9

藤原　62　9

織薫孔工7こ飛・C・・…ram糸・il織診断

1　（＋）

1　（一）

1　（一）

warm　nodule乳頭状鵬壁1

cold　nodule　　　　　　〃

cold　nodロ1e　　　　　　　〃

腺腔形成

中等度

なし

なし

コロイド　　側言　　　　　　考

驚い
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gram所見とを比較検討すると，第1表に示す如く，　　　同様に，同一標本内においても1Stlによる黒化の程

14例中12例はcold　noduleである。　Warm　nod旦le　　度は必ずしも一様ではなく，13tlによる黒化は一般

の2例もmicroradioautographで1象13tl摂取が証　　にコロイドを多阜に保有している大型濾胞よりもコロ

脇されていない。この2例は2～5cηの小結節であっ　　　イドを中等量に保有する中型濾胞において著しい傾向

て周囲の甲状腺組織に摂取された13tlの影響によっ　　　が見られる。又同一結節においても第11図及び第ユ2図

てwarm　nodロleを示したものである。　　　　　　　　（第3蓑，第11例1に示す如く，1311による黒化の著

　甲状腺癌の転移性リソパ節のmicroradioautegra一　　しい部位と全く認められない部位とがあるが，前岩は

phyの成績は第2表に示す如く，3例巾2例において　　　大型濾胞ないし中型濾胞よりなるコPtイド腺腫の像を

1s1工による黒化は認められず，1例のみに1311によ　　示す部位で，後者は小型濾胞よりなり，むしろ管状腺

る黒化を認めた。第6図は乳頭状腺癌の転移性リンパ　　　腫に近い像を示す部位であつた。単純性結節性甲状腺

節のmicroradioautographで，リソバ組織中に癌転　　　腫は同一結節においても所によつて異なる組織像を示

移巣が見られるが，1atr　｝・eよる黒化は全く認められ　　すことがしばしばあるが，組織像を異にすれば1311

ない。第7図は乳頭状腺癌の転移性リソパ節のヘマト　　による黒化も異なることは興味あることである。なお

キシリンeエオジソ染色標本，第8図はそのmicro－　　13　IIによる黒化の程度と濾胞上皮との間には第3表

radioautographで，リンパ組織内に腺腔形成，コロ　　にみる如く特別の関係はない。

イドの蓄積を伴う癌病巣が見られ，腺腔に一致して　　　　コロイド腺唖12例について13　，t1による黒化の程度

1311による黒化が認められる。本例は原発巣切除後長　　　とScintigram所見とを比較検討してみると，第3表

期に亘つて放射線治療を行ない，その後area　scan一　　に示す如く，　cold　noduleはエ3　qによる黒化の程度

ningによつて頸部リソパ節に転移f象をみとめたもの　　　の低いものに多く見られ，　warm　nodule及びhot

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　noduleは黒化の程度の高いものに多い傾向が見られ，

　　　C　単純性結節性甲状腺腫　　　　　　　　　　　結簿組織のmicroradioautegraphyの成綴とscin－

　　1・コロイド腺腫　　　　　　　　　　　　　　　　　tigram所見とはほX“　－Stする傾向がある。

　コロイド腺腫12例にっいて16枚の標本を作製して検　　　　　2・管状腺腫及び索状腺腫

索した成績は第3表に示す如くである。結節組織内に　　　　管状腺厘4例及び索状腺腫1例合計5例について

エsエ1による黒化を認めたものは12例申11例で，標本　　　6枚の標本を作製して検索を行なつた（第4表）。1SII

16枚中⊥4枚に13ilよる黒化を認めた。その黒化の程　　　による黒化は管状腺腫の1例においてのみ認められ，

度は症例1を除いてはいずれも（朴），（＋）で，正常甲　　　他の4例においてはいずれも陰性で，コPtイド腺腫に

状腺組織よりは劣つている。第9図及び第10図はコP　　　比してエstlの摂取は蓑しく低下している。第13図，

イド腺腫のmicroradioautogrphで，濾胞内に11：）1　　第14図は鑓例1（管状腺腫）のrnicroradioautograph

による黒化が認められるが，正常甲状腺組織の場合と　　　で，大多数の濾胞には1311による黒化を認めない

第3表　　　　　　 コ　ロ　イ　ド腺腫

症　　例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

年
令

矢花　51
大日方　52

会　田　44

奥原　55
百　瀬　49

臼　井　41

町　田i40
　　　1
　　　　58福　田

森　岡

杉　原

小　林

武井

性

♀

a

？

？

9

6

9

9

4819
50

61

43

9

9

i9・

標本ll3・1による

枚数黒　　　化
　　　　　　　1

2

2

1

1

1

1

1

1　1

1

2

1

1

1

GIIi・）

（卦）

（甘）

（十）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（一）

（一）

Sci”‘’g「a’n濾胞陣上皮

h。t。・d・1。1中型

warm　nodu工e

warm　nodule

cold　nodule

hot　nodule

warm　nodule

warm　nodule

cold　nodule

　　〃
　　「’

　　”

　　”

　　〃

中　型

大　型

中　型

大　型

大型
大型
中　型

中　型

大　型

中　型

小型
大　型

扁平

扁平

扁平

やム高

扁平

や玉高

やN高
扁平

扁平

や工高

桶平

扇平

扁平

コロイド

中等度

中等度

多い

中等度

多い

多い

多い

多い

中等度

多い

中等度

中等度

多い

備　　　　　考

伺一結節の2個所より切｝

除した組織のIB⊥1摂取
能がそれぞれことなる



第1号（1963）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　93－（93）

第4表　　　　　管状腺腫及び索状腺腫
症　例年令1倒標轍数1・3・1によ礁イヒISC・…gram　l繍診断［濾胞1・・イ・

1’

2

3

4

5

松　　　沢

二　所　宮

山　　　崎

森　　　田

百　　　瀬

11

65

41

55

62

6

6

9

9

9

2

1

1

1

1

（＋）

（一）

（一）

（一）

（一）

warm　nodule

cold　nodule

cold　nodule

warm　nodule
cc，ld　nudule

管状腺腫［小型

　rr　　小　型
　〃　　．小　型

　fr　　小　型
索状腺唾

少ない

少ない

少ない

少ない

1　－　1なし

第5表　　　　橋本氏甲状腺腫
症　　　　例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

宮　　　　沢

高　　　野
林

小　　　　林

広　　　瀬
牧　　　　野

小　　　　沢

平　　　　林

渡　　　　辺

降　　　　旗

年
令

50

63

73

52

46

61

61

性

♀

♀

9

♀

9

9

9

4519

67　♀

50　♀

標本枚数

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1311による黒化

（十皆）

（什）

（帯）

（惜）

（十ト）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

sclntlgrt・m

薄い均等な像

濃い均等な像

濃い均等な像

濃い均等な像

薄い均等な像

薄．い均等な像

薄い均等な像

濃い均等な像

濃い均等な像

濃い均等な像

コ　ロ　イ　ド

少ない

比較的多い

比較的多い

少ない

少ない

少ない

少ない

少ない

比較的多い

少ない

13tl摂取率
　（％）

46．4

44．5

20．2

14．5

10．0

45．5

7．9

4．4

が，二三の濾胞内に少量の黒化を認めた。第15図は症　　　傾向を示している。

例2（管状腺唾）のmicroradioautographで，小濾　　　橋本氏甲状腺腫では間質｝こおけるリンパ球の浸潤，

胞内に少量のコロイドが見られるが，1311による黒　　　リソバ濾胞の形成，結合織の増殖，或いは濾胞上皮細

化は全く認められない。第16図は症例5（索状腺腫）　　　胞の立方化，膨化，好酸性化，コロイドの減少等一連

のmicroradioautograPhで，細胞は索状ないし管状　　　の変化がみられるが，コロイド量と131工による黒化

を示し濾胞の形成は見られず，13tIによる黒化も全　　　の程度との関係をみると，コロイド量の多いものに黒

く認められない。　　　　　　　　　　　　　　　　　化が著しいようである。

13tlによる黒化の程度とscintigram所見とを比　　　1311甲状腺摂取率と黒化の程度との関係をみると，

較検討してみると，cold　nodu！eの3例ではいずれも　　黒化の程度の高いものでは1311甲状腺摂取率も比較

1311’による黒化はみられず，warm　noduleの2例　　　的高く，黒化の程度の低いものでは1311甲状腺摂取

中1例のみに13tlによる黒化を僅かに認め，他の　　率も低く，両者は密接な関係にある様である。

1例には黒化を認めなかった。これは結節が周囲の正

常甲状腺組織に埋没していたYめにwarm　nodule　　　一　疑謄『’ltF　　　轡r，…　『郷　　ag．

・…graphyの成績では・1311による黒fヒはいずれ　　戚’・　・∫ボ翼　　　　r：
も陽性であるが症例ecより程度の差がある（第ユ7図，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

。。．。そ。成勧ヒ較してみ。、両者。間。黒化の　　　　餅羅　 ．嶽

で全体的に濃い均等な像を示す症例は全体的に薄い均　　　　第1図　正常甲状腺のmicroradioautograph

等な像を示す症例に比して1311による黒化も著しい　　　　　　　　（X60）
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　　　　　　9　　鯛・・tN・　M　　瀬一、　　　・ノ
　　　　　　　　、’思．・。　　．　　～”囁恥　t’』矧♂　／　r／’

第2図　乳頭状腺癌のmicroradioautograph　　　　　第5図　濾胞状腺癌のmicroradioautograPh
　　　　　　　　　　　　　　（×100）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（x100）

第3図　乳頭状腺癌ヘマトキシリソエオジン染色　　　　　第6図　　乳頭状腺癌の転移性リンパ節

　　　　　　　　　　　　　　（x60）　　　　　　　　　microradioautograph　　　（×100）

第4図　第3図例のmicroradioautograph　　　　　　第7図　乳頭状腺癌の転移性リンパ節
　　　　　　　　　　　　　　（x60）　　　　　　　　ヘマトキシリン・エオジン染色　（×60）
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’藝鰭欝≧懲賦灘奪∫霜響　　こ談

　第8図　第7図例の1nicroradioautograph　　　　　　第11図　コロイド腺腫のmicroradioautograph
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（×60）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（×100）

・簸　　　　　　　　襲騨　　　1・層℃璽覇鑓

黙’ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞　it　・　　　　軌　　“♂旺㌔、　．．：ぞ

糞

：ドソ　　　　　　　　　　－t

　　　　　　襲

第9図コ・イド腺腫のmicr・radi・aut・graph　　第12図コ・イド腺腫のmi・…adi・aut・graph
　　　　　　　　　　　　　　　　　（×100）　　　　　　　　ag11図例と同一結節で1311による黒化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を認めない部位　　　　　　　（x100）

r“コ購塑・．照黙謬・tl’撚醤i”オ

　・三．・1・’1・ヒ躍、・・撫弱騨、『’。・」、騎
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　　　　「if　　・・1°’：1　’i”’ミ，　　、轡．”・・　　‘∴

ノ簿．欝．，“・聾藷羅箋：箋鴛韓

第10図　コロイド腺腫のmicroradioautograph　　　　第13図　管状腺腫のmicroradioautograph
　　　1311による黒化は大型濾胞より中型濾　　　　　　　　僅かに1311による黒化を認める
　　　胞に強い　　　　　　　　　　（×100）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（×100）
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第14図　第・3図の強拡大　（・20・）　　第・7図橋本氏甲状髄のmicr・radi°a・t°9「aph
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　131工による黒化　（→ID　　　　（x100）

第・5図Pt・・…Wa　mpのm・cr・radi・au・・9 宦B。）　第18図憧縦欝階゜「adi°aul騨

　、1　　　　　　　　　・鴨一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．a’　　s　　　　格

縄砿　　　　　馴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i：　：・一．　1層驚・

第L6図索状騒のmi・…adi・・u・・graph　　第L9図橋本氏甲状且羅のmicr・radi・aut°9「aph
　　　　　　　　　　　　　　　　　（xlCO）　　　　　　　13LIによる黒化　（＋）　　　（x100）



第1号（1963）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　97－一（97）

　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　では乳頭状腺癌においても濾胞状腺癌においても，コ

　　　　　血　考　　按　　　　　　　　　　　　　　　ロイドの多寡にかかわらず癌組織の131工摂取は全く

　甲状腺ホルモンの生合成の機序に関しては未だ不明，　認められなかつた。このような成績の相違は13tlの

の点も少なくないが，一般に次の如く説明されてい　　投与最の相違にょるものと考えられ，著者は正常甲状

る。すなわち血中に入つたヨウ素はiodideの形で選　　　腺組織，甲状腺癌，単純性結節性甲状腺腫及び橋本

択的に甲状腺に摂取され．，ここでiodineとなる。　　氏甲状腺腫におけるll醤胞の1311摂取能を比較検討す

Iodineはtyrosineと結合し，　rnonoiodotyrosine，　　　る目的から一一一t律に1・311ユmcの投与を行なつたが，

diiod・tyresineとなり更にm・n・iodQtyr・sinet　dii・－　　Fitzgerald等は5mctこ及ぶ大量投与を行なつている。

dotyrosineが縮合しtriiodothyronineないしthy－’ @　教室の丸山（軌；L著者と同様に1atl　lmc投与24時間後

roxineが合成され，　thyroglobulinとして甲状腺濾　　　にpaperchromatographyにより結節組織のヨウ素

胞内にコロイドとして貯蔵される④。1BI・I　micro一　　化合物の分析を行なった結果，甲状腺癌においては

radioautographyを用いると，ヨウ素の甲状腺への　　　rnonoiodutyrosSne，　diiQd◎tyrosine，　thyroxine等

とりこみ或いは泣翻包内貯蔵の状ア漂を組織1艶的に観察す　　　を証明する例は少く，ヨウ素の有機化障縣を示す例が

ることが可能である⑦⑥⑨⑩⑪⑫。Lebl・nd等⑬は　　　多1、・と述べているが，これは著者のmicroradioauto一

ラットに1311を注射しmicroradioautvgraphyを　　　graphyの成績と一致するものである。すなわち甲状

用いて　13ユ1の甲状腺内における動態な追求した結　　　腺癌組系波の1・SII摂取能は正膚穿甲状腺組織或いは胆純

果，腹腔内に注射されたLSIIは甲いものでは2分で　　　性結節性甲状1蜘瞳の結節組織に比べ著しく低下してい

甲状腺濾胞上皮に出現し，　1時聞後ではまだ1慮胞上皮　　　　るものと推測される。

細胞に限局しているが，24時間後にほ濾1】包内Pコロイ　　　　Fitzgerald等⑮は甲状｝1身1癌の原発巣と転移巣の

ド中に移行することを認めている。教室の佐野⑭は象　　　1肌1摂取能を比較検討L，25例中22例において両渚

兎において1311注射後24時間後に甲状腺のmicro一　　の13tl摂取能は同じであったと述べている。著看の

radioautographを作製し，各濾胞内の1呂II摂取状　　　転移巣における成績では，1例ではIsl・1の摂取が認

況を観察した結果，1・8ユエは各濾胞内に必ずしも一様　　　められたが，本例では原発巣がすでに切除されていた

に集穣するものではなく，黒化の著しい濾胞の他に黒　　　ので原発巣におけるtB・LI摂取能は不明で，他の2例

化のみられない慮胞も存在することを認め，すべての　　　では原発巣でも転移巣でも1s「IIの摂取は誌められな

濾胞が一様なホルモソ合成をいとなむものではないと　　かつた。この問題については更に検討の必要がある

述べている。Fitzgerald等⑰もmicroradioauto－一　　が，甲状腺癌の原発巣とその転移巣とは1，：1’11摂取に

graphyによる研究において，　t8tl経rl投㌻12～24　　関して同様の態度をとる可能性が考えられる。

時間後では1Stlは濾胞内に存在するが，各濾胞の　　　　著者の蟻純性…結節性甲状腺肛藪こおけるmicroradio－

t3tlによる黒化の程度は一様でなく，一般に小型濾　　　autographyの成績では，コPaイド腺腫ユ2例中U例・

胞ゐ方が大型濾胞に比べ1311による黒化が？／tしいと　　　管状腺種4例中1働こ1・31・1による黒化が認められた

報告している。著考の成績においても諸家の成績と同　　　が，黒化の礫度は正常甲状腺糸ll織に比して低下し・ま

様に正常甲状腺組織における1BZIによる黒化の程度　　　た蟻純性結節憾甲二【犬腺腫の中では管状腺腫及び索状腺

は各濾胞により異なつていた。すなわち各濾胞の機能　　　Il職こおける1a1工による黒化はコPtイド腺腫に比して

は佐野⑭のいう如く一様ではないか或いは機能C；k　一一様　　低下している。RaWSon等⑧は甲状腺ll重瘍組織6181工

であつても代謝相にずれがあるものと推測される。　　　　摂取能を測定した結果，良性1膨募では一般に1馴工の

　教室の野村⑯は結節組織のヨヴ素1・を定1：し，甲状　　　摂取が認められるが，正常甲状騙1組織よりは低く・ま

腺癌組織のヨウ索量は著しく減少していると述べ，　　　た1褻瘍組織のt3LI摂取能は組糸哉の分化の程度に平行

RawsGn等⑧，　Dobyns等⑰も癌組織のtall摂取能　　　していると述べ，　Dobyn9等⑩もradioatttographに

を測定した結果から，癌組織のエ311摂取は正常甲1犬　　　よる成績から，腺腫組織の分化の程度と機能との間に

腺組織に比べてはるかに低下していると述べている。　　　は関係があると報告している。管状腺嘘は一般に小濾

一方Fitzgerald等⑨は甲状腺癌にIBII　microra一　　胞性で，コロイドを欠如するか或いはごく少量のコPt

dioautographyを行ない，100例中46例に131，工の集　　　イドを保有するのみで，－aロイド腺腫に比べて分化が

積を認め，コpaイドを比較的多く保有する癌組織にお　　　や扇氏いもので，さらに分化の低い索状腺繰の像を混

いては・コロイドを欠如する癌組織に比してt3tlの　　　在することが多いが⑲，著者の成績から見ても，単純

集積が多いと結論している。しかしながら著鱗の成績　　　憐糸1【1節憐甲状腺腫における1all摂取は組織の分化の
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程度にほぼ比例し，コロイド腺唾に比して濾胞の管状

構造を示すもの或いは索状排列をボすものでは1al・工　　　　　　　　結　　論

摂取は著しく低下している。またコロイド腺唾におけ　　　　正常甲状腺組織，甲状腺癌，単純性結節性甲状腺

る131工摂取は各濾胞により一様でなく，一般に中型　　　腫及び橋本氏甲状腺腫についてmicroradioauto一

濾胞の方が大型濾胞よりも多く摂取する傾向が見られ　　　graphyを行ない次の成績を得た。

るが，これは正常甲状腺組織における如く，各濾胞に　　　　（1）正常甲状腺組織における1311摂取は濾胞内

よつて機能が異なるものか或いは単なる代謝相のずれ　　　のコロイドに一致して認められるが，1a11による黒

によるものか不明である。　　　　　　　　　　　　　　化は一様でなく，濾胞により多少の濃淡がみられる。

　甲状腺結節の13LI摂取能とScintlgram所見との　　　（2）甲状腺癌では，たとえ腺腔を形成してコ1」イ

関係について，Allen等⑪は切除した甲状腺結節の　　　ドを保有する場合でも131工の摂取は見られず・癌組

radioautographによつて結節の13班摂取状況を検　　織の1B1・工摂取能は正常組織に比べ著しく低下してい

討し，scintigrEsmは結節の形態．機能を正しく示し　　　るのが常であるが，転移性リソパ節3例中1例におい

ていると報告している。しかしながら著者がmicro一　　て13tlの摂取が認められた。

radi◎autographと　scintigram所見とを比較検討　　　（3）　コロイド腺腫12例tl，i　］1例の結節組織に13q

した成績では，全般的には両者は一致する傾向を示す　　　摂取を認めたが，その程度は一般に正常甲状腺組織よ

が，個々に見れば必ずしも一致せず，甲状腺癌では　　　り劣る。この場合1311摂取はコロイドを多量に保有

mic「o「adioautograPhyセこより全例に1311摂取が見　　する大型濾胞よりもコロイドを中等量に保有する中型

られないにもかかわらずscinLigrarnではwarm　　濾胞に著しい傾向がある。

noduieが2例みられ，又cold　noduleを示すコロ　　　（4）　管状腺種4例中工例に僅かにエ311摂取が認

イド腺腫中にもmicroradioautographで少量の　　　められるが，他の3例及び索状腺腫1例には全く認め

t3ZI摂取を認めるものがあり，又warm　noduleを　　　られない。すなわち単純性結節性甲状腺懸の1・Flでも分

示した管状腺腫の皿icroradiQautographでをまユ31工　　化の程度の低い管状腺腫ないし索状腺腫ではコロイド

摂取が認められなかつた。すなわちScintiscanner　　腺腫に上ヒ較して1SL工摂取能が低下している・

の機能には限度があるので，少蚤の131工摂取では　　　（5）結節性甲状腺腫のmicroradioautography

SCintigramに描記することが出来ず，一一方結節組織　　　の成績とそのSCintigrarn所見とは個々の例では必ず

自身は全く131工を摂取しなくても，結節を囲む正常　　　しも常に一致するとは限らないが・全体的にはほlg’一“一

甲状腺組織に摂取された131・1によつてScintigram　　　致する傾向がある。

ではwarm　noduleを示す場合もある訳である。　　　　　（6）橋本氏甲状腺腫においては1s1工は甲状腺全

　橋本氏甲状腺種のscintigramについてDoniach　　体に一様に分布し，　scintigram所見とほぼ一致して

等⑳は，ts’LIは甲状腺内に一様に分布し，　nont。X；C　　いる。また組織のtatl摂取はコ・イド量・⊥3’L工甲状

nodular　goiter，　malignant　goiterとは異なる像を　　　腺摂取率と密接な関係にある。

示すと報告し，又microradioautographにおいても

1811は小濾胞内に一様に摂取されると述べている。　　　　（本研究の要旨は第34回日本内分泌学会総会におい

著者の橋本氏甲状腺腫におけるmicroradioauto．　　て発表した。）

graphyの成績では1SL工摂取は程度の差こそあるが
いずれの症例にも証明された。同N－－A症例では左右腺藥　　　　　　　　文　　献

の1sエ1摂取に著しい差異は見られず，131工は橋本氏　　①古闘靖夫他：アイソトr－一プ実験技術・Vo1・2・105・

甲状腺種内にほぼ一様に分布することが認められた。　　　南江堂，東京，昭．31．　　②Beierwalters，　W・H・

著者は第一編④において，橋本Ek－El・”状腺腫のsci。ti－　et・1・Cli・ica1　O・e。f　R・di・i・・t。pes・156，　W・B・

gramは結節性甲状腺腫のそれと異なり欠損像を示さ　　Saunders，　Philadelphia，1957・　③Owen，　C・A・：

ず，甲状腺腫全体にほぼ均等な濃度の像を示すと述べ　　Diagnostic　RadiQisotopes，114・Charles　C・Tho・一

たが，これは本編のmicroradioautographyの成績　　　mas，　Springfield，］．959．　④牧内正夫，信州医誌，

と一致するものである。また橋本氏甲状腺唾における　　　12；72，昭，38．　　⑤緒方知三郎他：病理組織標本

濾胞の1tlll摂取は，コロイド量ならびに13　・t工甲状　　　の作り方手ほどき，53，南山堂，東京，昭．32．

腺醸取率と留接な関係があると思われる。　　　　　　　⑥Danowski，　T．　S・：Clinical　Endoc「inology，　Vo1・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L41，　Williams＆Wllkins　Co．，　Baltimore，1962．
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                    '     ,iSil microradioautogrphy of the hormal the uptake of iSil was decreased as cornpared

   human thyroid gland, thyroid carcinoma, simple with col!oid adenoma.

   nodular goiter and Hashimoto's strurna were 5. Generally in nodular goiter, the resu-

   studied, and the results were as follows: lts of i3il microradioautograph proved almo3t

      1･ The black pho,tographic granula which similar to that of the scintigram, though this

   was showed by ,i8il uptake in t'he normal was not always observed in each case,

   thyroid tissue was found in the colloid of 6. From the results of microradioauto-

   follicle, and there were some varieties in the graphy, the distribution of :3il in Hashirnoto's
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